








































































































































































































































































































































　第 5 週　「学習指導案」を書こう！ 2 －「単元を
貫く言語活動」を設定する－





































　第 10 週から第 13 週までの「班別代表模擬授業①②③④」では、『大造じいさんとがん』
の「一の場面」から「四の場面」の模擬授業を順次行っている。担当のペアが、他の受講者


































共通理解として 1－ 3「喜び」、1－ 4「悔しい」と示します。吉田先生ならどうなさいま
すか？（「1－ 3」とは、「一の場面」の「第 3場面」を表す：吉田注）
〔A5〕
　まず、授業者としていわゆる模範解答を事前に準備しておくのは必須です。しかし、小
学生には「喜び」「悔しい」と上位概念でまとめ上げることは難しいと思います。私なら
ば（私だけではありませんが（笑））、大造じいさんの「悔しい気持ち」を、大造じいさん
になって「ううむ！」に続けて話し言葉で具体的に表現させます。吹き出しを使ってもい
いでしょう。たとえば、以下のアンダーライン①②を読み取らせて、（　）のように表現
させる言語活動を行います。
例　これも、あの①残雪が仲間を指導してやったにちがいない。
　　「ううむ！（残雪の頭のよさにしてやられたわい・残雪の賢さは大したもんだ）」
　　大造じいさんは、思わず、②感嘆の声をもらしてしまいました。
－ 76 －
（43）
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